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平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
専
決
処
分
を
は
じ
め
条
例
改
正
３
件
・
一
般
会
計
補
正
予
算
・
国
民
健
康
保
険
事
業
ほ
か
特
別

会
計
２
件
の
補
正
予
算
・
協
議
案
件
の
11
件
す
べ
て
を
、
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

12月定例会
（
主
な
歳
出
）

障
害
者
支
援
給
付
償
還
金
他�

４
０
７
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付�

７
８
２
万
円

国
保
・
後
期
高
齢
会
計
へ�

４
１
６
４
万
円

（
う
ち
国
保
会
計
へ
繰
出　

４
０
９
０
万
円
）

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
助
成�
５
４
８
万
円

生
活
保
護
扶
助�
５
３
５
万
円

が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン
補
助�

２
４
０
万
円

住
宅
管
理
費�

１
１
４
万
円

下
水
道
操
出
金�

△
３
４
４
万
円

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信
機
購
入�

２
３
３
万
円

（
主
な
質
疑
）

QQ
　

村
営
住
宅
設
計
の
役
務
費
・
委
託

料
と
業
者
選
定
は
。

A
　

９
月
の
設
計
予
算
以
外
に
、
住
宅

機
能
強
化
が
必
要
と
な
り
、
追
加
補

正
す
る
。
業
者
選
定
は
こ
れ
か
ら
行
う
。

QQ
　

災
害
対
策
費
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信

機
は
、
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
か
。

　

な
お
、
財
源
に
つ
い
て
説
明
を
。

A
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
受
信
機
は
、
31
年

度
ま
で
に
更
新
と
な
っ
て
い
る
。
国

か
ら
の
依
頼
が
あ
り
補
助
金
も
あ
る
の
で
、

前
倒
し
で
の
購
入
。

　

財
源
は
、
受
信
機
購
入
の
地
方
債
と
、
９

月
補
正
予
算
の
訂
正
を
行
っ
た
。

QQ
　

地
方
債
の
償
還
額
割
合
を
み
る
と
、

起
債
の
お
お
む
ね
２
分
の
１
で
あ
る
。

次
年
度
予
算
の
基
本
的
な
考
え
を
。

A
　

今
年
度
、
土
地
開
発
公
社
の
起
債

が
終
わ
り
、
新
た
に
ヴ
ィ
レ
ス
テ
の

償
還
が
は
じ
ま
る
。

　

次
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
起
債
借

入
れ
に
つ
い
て
は
よ
く
検
討
し
て
い
く
。

（
質
　
疑
）

QQ
　

投
票
立
会
人
の
決
め
方
と
人
数
は
。

A
　

立
会
人
２
名
を
、
放
送
で
募
集
す

る
が
応
募
者
が
少
な
い
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
費
用

２
７
９
万
円
を
補
正 

　

緊
急
を
要
す
る
と
し
て
、
村
長
が
議

会
の
議
決
を
経
な
い
で
処
分
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
承
認
を
求
め
た
。

専
決
処
分 

期日前投票

一　
般　
会　
計　
７
４
１
７
万
円
を
補
正

不足を生じた場合に対応するための基金積み立て
万円を運営基金に

一般会計補正予算・専決処分
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国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計　
２
８
９
６
万
円
を
補
正 

（
主
な
歳
出
）

保
険
給
付
費�

△
２
１
０
５
万
円

（
理
由　　
　

高
額
長
期
給
付
の
減
に
よ
る
）

国
保
運
営
基
金
に�

５
０
０
０
万
円

（
一
般
会
計
か
ら　
　

４
０
９
０
万
円
繰
入
）

（
主
な
質
疑
）

QQ
　

基
金
の
財
源
は
、
一
般
繰
入
と
国

保
会
計
の
予
算
減
額
に
よ
る
の
か
。

A
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

村
職
員
の
育
児
休
業

に
関
す
る
条
例

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
が
、
育
児

休
業
法
に
よ
り
現
在
「
1
歳
６
か
月
到

達
日
ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
２

歳
に
達
す
る
日
ま
で
」
に
改
正
さ
れ
た
。

村
営
住
宅
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

入
居
申
込
者
が
、
住
宅
の
戸
数
を
超
え

た
場
合
、
つ
ぎ
の
優
先
順
位
で
選
考
す
る
。

　

「
４
人
以
上
の
世
帯
又
は
18
歳
未
満
の

児
童
が
２
人
以
上
の
世
帯
を
構
成
す
る
者
、

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
児

童
と
同
居
す
る
者
」

条
例
改
正

条
例
改
正

子育ての応援を

入居基準の変更

国保会計 5,000
30年度から新しく導入される、県への納付金に

特別会計補正予算・条例・協議

南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合

規
約
の
一
部
変
更

　

現
在
、
広
域
連
合
で
処
理
し
て
い

る
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
及
び
指

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指

定
に
係
る
」
事
務
が
、
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
市
町
村
へ
移
譲
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
規
約
変
更
。

村
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

１
２
７
万
円
を
追
加
補
正

　

国
家
公
務
員
給
与
改
定
法
案
が
成

立
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
村
条
例

を
改
正
し
、

　

一
般
職
の
月
例
給
平
均
０
・
２
％

　

一
時
金
の
勤
勉
手
当
を
０
・
１
％

引
き
上
げ
る
も
の
。

条
例
改
正

協
議
認
定 追

加
議
案
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ご意見いただきました

　他にも「村のグローバル化・若い人のIT関連」「農業用水の整備問題」の質問がありました。
　今回も「多くの方の参加をいただき…」とは言えませんでしたが、足りない点や日程・開始
時間など検討する必要性も認識できました。
　ぜひ、次回の「議会と語ろう」へご参加いただくよう、お願いいたします。

参加人数
19人

男性
15人　79％

女性
４人
21％ 性別

《日時》
平成29年11月25日（土）

午後２時～
《場所》

ヴィレステホール

【 村の農業問題・６次産業化を 】
日吉津村は農業村になるのか、ただの村になるの
かということ。荒廃地問題には基盤整備が必要。
合理化が１番。次に担い手の問題。
農業の６次産業化も必要。村内に施設はあるが営
業用に使えない。農業村として頑張るのならば、
努力してほしい。

【 議会はどう変わったか 】
議会がどう改善され、どう頑張っているか。議会
運営で前進した点は。
� ………………………………………………………
議会基本条例と倫理条例を策定し、個々の倫理観
をきちんと持つよう約束を詰めた。今後は、議会
運営委員会でこれからのものとを、精査していく。

【 農業 】
農業・米作りをどうするのか。今後、議員
のみなさんの力を借りてやっていかないと
…。

【 うなばら荘 】
視察等をされているので十分にプロも活用
して、議会としての方向性を出されるのも、
１つかと思う。

【 村全体で盛り上げる方法を 】
無理に参加するのではなく、自主的に参加
できるイベントがあれば、今の若い人達な
ら結構出てくると思う。上からの押し付け
ではなく、下から持ち上げるようなイベン
トを考えてもらいたい。

議会と語ろう
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みなさんの  
『議会と語ろう』…�「議会報告会」とも言われますが、村議会では「みなさんのご

意見を十分に聴きたい」という思いから、みなさんからの質問
や意見交換に、時間を多くとるように心がけています。今回で
８回目の開催となりました。

　10名の方（渡辺さん・山西さん・藤山さん・河原さん・橋田さん・中井さん・河中さ
ん・山内さん・長谷さん・鈴木さん）からご意見をいただきました。
　すべては掲載できませんでしたが、議会内で検討したうえで行政にも伝え、議会活動に
も生かしていきたいと思います。

【 ①新鮮市場・②うなばら荘・③431沿い 】
質問も考えて、初めて参加した。３点について知っ
ていることを聞きたい。　
� …………………………………………………………
①�経理的には厳しい。株式会社で村の補償でお金
を借りているのを早く返すよう頑張っている。

②�今年のリニューアル、２千円利用券など少しは
効果がでた。今後も努力し、盛り上げる。

③カインズホームとケイズ電気がくる予定。

【 チューリップ栽培 】
チューリップは誰にでも作れるものでもない。最
近の若い人にはしんどいのかも知れないが、議員
さんは幅広く知っておられるので、仲間に入って
くれる人を探していただきたい。

【 人権について 】
安心の反対は不安であったり、恐怖であったりそ
ういうことが守られていないのは人権侵害。議員
さんは、本当に一人ひとりが村で安心して暮らせ
るよう、活躍していただきたい。

【 若い人・子ども達に伝えたいこと 】
議員さんには「あたたかい村」というのを
一番に作ってほしいと思う。若い人に「や
らいや」という声が生まれるよう、自分達
も年齢に関係なくまず行動する。障がい者
も健常者も、困っている人がいたら尽くし
てあげたい。そういう姿を子ども達も真剣
に見ていると思う。

【 いちごの広場 】
村でスタートして10年以上。初めて小学生
が、カフェに人権学習に来てくれ、うれし
かった。

【 障害者差別解消法 】
啓発するということだったが、まだまだ広
まっていない気が…
法律のできた経緯などを知っていただける
よう啓発を。

議会と語ろう

第８回　
　　

議会と

　　　語
ろう
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村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

議　員 ページ 質　問　事　項

加藤　　修 ７ １．平成30年度予算の概要は
２．除雪対応は

松田　悦郎 ８ １．いじめ防止対策の基本的な考えは
２．18歳以上の投票率向上対策は

三島　尋子 ９ １．地域づくりに女性の視点を
２．基金の有効活用で留学奨学金を

河中　博子 10 １．うなばら荘の近況は

議　員 ページ 質　問　事　項

松本二三子 11
１．正しい防災・避難訓練とは
２．ヴィレステひえづの現状は
３．除雪について

江田　加代 12
１．学校給食費の無償化を
２．個人番号記載の窓口対応は
３．新たな負担が生じない国保税に

橋井　満義 13
１．国道431沿線の開発状況は
２．保育料・教育費無償化の影響は
３．米の生産調整自由化の影響は

一般質問

７人の議員が質問しました。

【12月６日（水）】

【12月７日（木）】



QQ
　

村
長
の
方
針
に

そ
っ
て
、
各
課
は

予
算
付
け
を
す
る
わ
け
だ

が
、
ど
の
方
向
に
行
く
の

か
を
ふ
く
め

①
住
民
税
・
交
付
税
な
ど

の
収
入
見
込
み
。

②
主
な
事
業
。

③
決
算
審
査
の
指
摘
事
項

を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
。

A
村
　

長

　

各
課
か
ら
の
予

算
要
求
段
階
で
あ
り
、
出

揃
う
の
は
12
月
中
旬
以
降

に
な
る
。
国
の
地
方
財
政

計
画
は
例
年
２
月
ご
ろ
示

さ
れ
る
。
国
の
動
向
を
踏

ま
え
予
算
の
編
成
を
行
う
。

①
村
税
は
減
少
・
地
方
交

付
税
は
横
ば
い
・
地
方
債

は
減
額
。

②
村
営
住
宅
の
建
て
替
え

・
福
祉
避
難
所
の
非
常
用

発
電
の
設
置
・
30
人
学
級

へ
の
取
り
組
み
の
充
実

化
・
そ
の
他
地
方
創
生
を

中
心
に
総
合
計
画
に
基
づ

い
た
継
続
事
業
の
実
施
。

③
河
川
敷
公
園
で
の
犬
の

放
し
飼
い
禁
止
看
板
等
は

設
置
済
み
・
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
防
災
士
の
増
員

は
進
め
て
い
る
。

　

で
き
る
も
の
で
き
な
い

も
の
を
含
め
精
査
し
行
う
。

除
雪
対
応
は

村
長　

作
業
開
始
時
間
を

早
め
る

QQ
　

昨
年
は
、
二
度

の
大
雪
で
生
活
に

支
障
が
出
た
が

①
除
雪
機
の
整
備
は
十
分

か
。

②
新
築
住
宅
等
の
増
加
に

よ
り
生
活
道
路
が
変
わ
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
除
雪
方
法
の
改
善
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

③
排
雪
場
の
確
保
は
で
き

て
い
る
の
か
。

A
村
　

長

　

作
業
開
始
時
間

を
早
め
る
。

①
除
雪
機
の
整
備
は
十
分

に
行
っ
て
い
る
。

②
昨
年
は
、
除
雪
ト
ラ
ッ

ク
で
作
業
を
開
始
し
た
が
、

降
雪
が
続
き
圧
雪
と
な
り

中
途
か
ら
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
で
わ
だ
ち
を
除
雪
、

除
去
し
た
。

　

今
年
は
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ

ル
で
早
期
に
交
差
点
の
除

雪
を
行
う
。
ま
た
、
開
始

時
間
を
早
め
、
複
数
の
車

両
を
同
時
に
稼
働
さ
せ
、

円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図

る
。

③
排
雪
場
と
し
て
、
農
地

や
空
き
地
等
は
考
え
て
い

な
い
。

　

排
雪
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
は
、
水
路
の
機
能
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
注
意

し
て
排
水
路
の
法
面
を
利

用
す
る
。
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村長　国の動向を踏まえて編成する

平成30年度予算の概要は

一般質問

▲福祉避難所いよいよ整備（福祉センター）

▲除雪効果に期待

加藤　修　議員



　

全
国
の
傾
向
で
18
歳
は

高
校
で
主
権
者
教
育
が
な

さ
れ
若
干
高
い
が
、
19
歳

の
低
い
の
は
、
住
民
票
を

置
い
た
ま
ま
遠
隔
地
に
行

か
れ
た
こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
る
。

　

村
の
対
策
と
し
て
、
広

報
媒
体
を
使
い
、
政
治
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
啓
発

を
考
え
る
。

　

選
挙
に
対
す
る
意
識
調

査
を
行
い
、
そ
の
傾
向
を

見
て
政
治
参
加
の
呼
び
か

け
が
必
要
。

QQ
　

住
民
票
の
異
動

に
つ
い
て
、
法
律

の
規
制
は
あ
る
の
か
。

A
住
民
課
長

　

住
民
基
本
台
帳

法
に
よ
れ
ば
、
正
当
な
理

由
が
な
く
14
日
以
内
に
届

出
を
し
な
い
者
は
、
５
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る

と
あ
る
。

QQ
　

全
国
の
小
・
中

・
高
校
と
特
別
支

援
学
校
の
い
じ
め
認
知
件

数
が
32
万
件
に
急
増
し
た
。 　

村
の
い
じ
め
防
止
対
策

に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え

を
伺
う
。

A
教
育
長

　

い
じ
め
に
関
し

て
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
が
、
同
時
に
な
か

な
か
根
絶
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　

村
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
は
、
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
い
じ
め
の
対
処
な

ど
の
対
策
を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
26
年
６
月
に

策
定
し
た
。

　

小
学
校
の
い
じ
め
認
知

件
数
は
、
今
年
、
い
ま
ま

で
に
４
件
あ
っ
た
が
す
べ

て
解
決
し
、
引
き
続
き
指

導
を
し
て
い
る
。

　

小
学
校
の
教
職
員
は
情

報
交
換
を
大
切
に
し
、
さ

さ
い
な
変
化
も
見
逃
さ
な

い
考
え
が
大
事
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
児
童
の
気
に
な

る
点
な
ど
の
情
報
を
お
互

い
に
伝
え
合
い
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
い
じ
め
防

止
を
図
っ
て
い
く
。

18
歳
以
上
の
投
票
率

向
上
対
策
は

村
長　

参
加
の

呼
び
か
け
が
必
要

QQ
　

先
の
衆
議
院
選

挙
で
は
全
国
的
に

18
歳
19
歳
の
投
票
率
が
低

い
が
、
村
の
現
状
と
そ
の

対
策
は
。

A
村
　

長

　

村
で
の
投
票
率

は
、
50
％
で
全
国
平
均
よ

り
高
か
っ
た
。
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教
育
長
　
さ
さ
い
な
変
化
も

見
逃
さ
な
い
考
え
が
大
事

い
じ
め
防
止
対
策
の
基
本
的
な
考
え
は

▲誰もがもっと政治に関心を

▲改正されたいじめ防止基本方針

一般質問

松田悦郎　議員



QQ
　

地
域
づ
く
り
に

は
、
男
女
共
同
参

画
の
視
点
が
不
可
欠
。

　

条
例
制
定
か
ら
10
年
、

取
り
組
み
の
評
価
は
。

A
村
　

長

　

女
性
活
躍
を
目

指
し
て
意
識
啓
発
を
行
っ

て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
必
要

だ
が
意
識
は
広
が
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

子
育
て
、
防
災
は
行
政

で
し
っ
か
り
支
え
た
い
。

QQ
　

防
災
訓
練
に
共

同
参
画
の
視
点
は

生
か
さ
れ
て
い
る
か
。
自

主
防
災
組
織
の
実
態
を
、

本
部
は
把
握
し
て
い
る
か
。

A
村
　

長

　

訓
練
を
、
や
ら

さ
れ
て
い
る
感
覚
で
は
い

け
な
い
。
避
難
所
運
営
に

は
女
性
の
視
点
が
必
要
。

現
状
で
は
生
か
さ
れ
て
い

な
い
。

　

職
員
は
、
西
部
圏
域
合

同
で
避
難
所
訓
練
を
し
て

い
る
。
村
防
災
訓
練
で
も

行
う
予
定
で
あ
る
。

QQ
　

自
主
防
災
組
織

の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、

政
策
・
方
針
決
定
過
程
に

女
性
視
点
の
反
映
は
重
要
。

　

国
が
提
案
し
て
い
る
性

別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

住
民
が
自
主
的
に
意
見
交

換
で
き
る
場
や
、
女
性
だ

け
の
話
し
合
い
の
場
を
設

け
る
こ
と
は
。

A
村
　

長

　

防
災
士
は
現
在

男
性
の
み
だ
が
、
30
年
度

か
ら
女
性
も
含
め
活
性
化

が
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

女
性
だ
け
の
話
し
合
い

の
場
は
、
今
後
検
討
が
必

要
。基

金
の
有
効
活
用
で

留
学
奨
学
金
を

教
育
長　

グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
を
考
え
今
後
検
討

QQ
　

国
民
健
康
保
険

の
積
立
５
０
０
０

万
円
は
、
県
一
本
化
へ
の

納
付
金
対
応
か
。
積
み
立

て
て
も
条
例
に
処
分
条
項

が
な
い
、
こ
れ
で
よ
い
か
。

A
村
　

長

　

県
一
本
化
後
の

財
源
不
足
を
想
定
、
３
年

分
の
積
み
立
て
で
あ
る
。

　

条
例
に
不
十
分
が
あ
れ

ば
整
備
を
し
た
い
。

QQ
　

奨
学
金
基
金
の

処
分
は
奨
学
金
貸

付
に
充
て
る
場
合
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
貸
付
は

別
途
一
般
財
源
で
予
算
計

上
し
て
い
る
。
奨
学
基
金

積
み
立
て
の
目
的
は
。

　

留
学
奨
学
金
を
望
む
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
奨
学
基

金
ま
た
は
国
際
交
流
基
金

の
活
用
は
。

A
村
　

長

　

現
在
、
国
際
交

流
基
金
で
は
想
定
し
て
い

な
い
。

A
教
育
長

　

基
金
運
用
に
課

題
が
あ
り
、
必
要
性
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。

　

現
在
、
留
学
奨
学
金
は

想
定
し
て
い
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
考
え
、

人
材
育
成
の
政
策
と
し
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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村長　避難所運営には女性の視点が必要

地域づくりに女性の視点を

いざというとき、男女それぞれの視点を生かして

平成28年度基金の状況

一般質問

三島尋子　議員

（単位：万円）59,609

7,763

5,464

1,411
2,557

500 200

10,326

1,174

財
政
調
整
基
金

減
債
基
金

公
共
施
設
等

建
設
基
金

国
際
交
流
基
金

地
域
福
祉
基
金

ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金

奨
学
基
金

夢
は
ぐ
く
む

村
づ
く
り
基
金

国
民
健
康
保
険

事
業
運
営
基
金



QQ
　

広
域
行
政
に
対

す
る
指
定
管
理
者

と
し
て
の
権
限
は
。

A
村
　

長

　

経
営
の
方
針
な

ど
は
、
う
な
ば
ら
荘
で
議

論
を
し
て
決
め
、
西
部
広

域
の
了
解
を
え
る
。

　

施
設
の
改
善
な
ど
は
こ

ち
ら
か
ら
提
案
を
し
て
広

域
行
政
で
や
っ
て
も
ら
う
。

　

料
金
改
定
は
広
域
行
政

が
決
定
権
を
持
っ
て
い
る
。

　

人
事
権
は
理
事
長
の
わ

た
し
が
持
っ
て
い
る
。

QQ
　

住
民
に
は
入
浴

料
を
安
く
す
る
と

か
、
何
ら
か
の
還
元
は
望

め
な
い
も
の
か
。

A
村
　

長

　

広
域
行
政
の
中

で
、
村
民
だ
け
を
と
い
う

わ
け
に
は
な
ら
な
い
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、

村
の
施
策
と
し
て
、
一
定

の
生
活
弱
者
に
利
用
券
を

お
配
り
し
て
い
る
。

QQ
　

市
町
村
職
員
共

済
組
合
指
定
に
な

っ
て
利
用
者
は
増
え
た
か
。

A
村
　

長

　

28
年
に
比
べ
、

２
月
か
ら
７
月
ま
で
で
１

１
４
３
人
、
８
・
３
％
の

増
と
増
加
傾
向
で
あ
る
。

QQ
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
の
評
判
は
ど
う

か
。A

村
　

長

　

「
料
理
が
工
夫

さ
れ
て
お
い
し
い
」「
気

く
ば
り
が
よ
い
」
と
評
判

は
良
い
よ
う
で
あ
る
。

　

売
り
上
げ
も
１
割
ア
ッ

プ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
職

員
の
研
修
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
経
営
改
善
、
効
果

的
な
宣
伝
活
動
な
ど
に
つ

と
め
た
い
。

QQ
　

西
部
市
町
村
に

ど
の
よ
う
な
利
用

促
進
を
や
っ
た
の
か
。

A
村
　

長

　

従
来
か
ら
共
済

組
合
の
指
定
施
設
に
し
て

ほ
し
い
と
働
き
か
け
て
き

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。

　

利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

村
内
全
戸
へ
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
や
県
内
外
へ
の
宣
伝

活
動
に
つ
と
め
た
。

QQ
　

料
金
に
変
更
が

あ
る
か
。

A
村
　

長

　

利
用
料
は
基
本

的
に
は
変
え
て
い
な
い
が
、

料
金
設
定
の
数
を
少
な
く

し
、
わ
か
り
や
す
く
す
る

取
り
組
み
を
し
つ
つ
あ
る
。

QQ
　

50
日
間
の
閉
館

中
、
ど
の
よ
う
な

職
員
研
修
を
し
た
の
か
。

A
総
務
課
長

　

県
下
全
域
に
宣

伝
活
動
に
回
っ
た
た
め
研

修
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
後
、
機
会
を
み
て
実

施
す
る
よ
う
、
う
な
ば
ら

荘
に
働
き
か
け
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
と
か
、
何
が

必
要
か
検
討
中
で
あ
る
。
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村
長
　
利
用
客
も
増
え

売
り
上
げ
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る

　
う
な
ば
ら
荘
の
近
況
は

▲リニューアルしたうなばら荘

▲改装されきれいになった浴場

一般質問

河中博子　議員



QQ
　

毎
年
10
月
の
１

週
目
の
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
て
い
る
、
村
の

防
災
訓
練
に
つ
い
て
伺
う
。

①
「
毎
年
、
同
じ
訓
練
で

大
丈
夫
か
」
と
い
う
村
民

の
声
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
自
治
会
で
の
訓
練
後
の

問
題
点
を
把
握
し
、
検
討

材
料
と
し
て
い
る
か
。

③
災
害
時
要
援
護
者
支
援

者
カ
ー
ド
に
つ
い
て
。

④
「
津
波
は
温
泉
線
で
止

ま
る
」
と
い
う
意
見
は
。

A
村
　

長

　

①
防
災
訓
練
は

住
民
参
加
型
で
、
地
震
・

津
波
な
ど
変
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
豪
雨
に
よ
る

日
野
川
の
氾
濫
だ
け
で
は

な
く
、
中
小
河
川
の
洪
水

の
可
能
性
も
考
え
訓
練
を

予
定
し
て
い
る
。

②
反
省
会
を
開
き
、
自
治

会
・
参
加
団
体
の
意
見
も

聞
い
て
、
少
し
ず
つ
変
え

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

③
65
歳
以
上
の
み
の
家
庭

や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、

登
録
さ
れ
た
ら
台
帳
に
載

せ
、
個
別
支
援
計
画
作
成

時
に
自
治
会
へ
報
告
す
る
。

　

妊
婦
・
小
さ
い
子
ど
も

が
い
る
家
庭
も
相
談
さ
れ

れ
ば
応
じ
る
場
合
も
あ
る
。

④
正
確
な
情
報
の
周
知
が

必
要
。

ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
の

現
状
は

村
長　

�

利
用
し
や
す
く
な
り
利

用
者
も
増
え
て
い
る

QQ
　

①
公
民
館
・
図

書
館
・
健
康
対
策

の
３
つ
は
、
う
ま
く
機
能

し
て
い
る
か
。

②
貸
し
出
し
中
の
図
書
の

汚
れ
・
破
れ
・
水
濡
れ
な

ど
へ
の
対
応
は
。

③
研
修
室
・
ヴ
ィ
レ
ス
テ

ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て
の
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

貸
し
出
し
時
の
チ
ェ
ッ
ク

項
目
は
で
き
て
い
る
か
。

A
村
長
・
教
育
長

　

①
出
会
い
ス
ト

リ
ー
ト
で
ヴ
ィ
レ
ス
テ
楽

座
を
定
期
的
に
開
催
し
た

り
、
母
子
保
健
相
談
も
あ

り
利
用
者
も
増
加
。

　

講
演
会
と
同
時
に
関
連

す
る
図
書
を
陳
列
し
た
り
、

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
。

②
図
書
の
返
却
時
に
汚
れ

や
破
損
を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
切
り
取
り
な

な
ど
は
な
か
っ
た
が
、
汚

れ
や
水
濡
れ
は
あ
り
新
品

を
購
入
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
、
５
件
あ
っ
た
。

③
研
修
室
等
を
借
り
る
時

に
は
、
申
請
書
に
記
入
し
、

料
金
を
払
っ
て
も
ら
う
。

　

電
話
で
も
受
け
付
け
る
。

　

不
備
が
あ
り
断
る
時
は
、

施
設
長
か
ら
連
絡
す
る
。

　

研
修
室
・
ホ
ー
ル
と
も

基
本
、
無
料
で
開
催
す
る

も
の
を
受
け
付
け
る
。

　

規
則
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

し
て
い
る
。
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村長　少しずつ変えながら実施している

正しい防災・避難訓練とは

▲防火・防災意識は子どもの頃から育てよう

一般質問

松本二三子　議員

▲決まりにそった施設利用の促進を



は
ど
こ
ま
で
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。

　

被
保
険
者
に
あ
ら
た
な

負
担
が
生
じ
な
い
方
策
を
。

A
村
　

長

　

村
は
県
に
納
付

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

が
国
か
ら
の
確
定
係
数
が

ま
だ
県
に
示
さ
れ
て
い
な

い
。
大
き
な
制
度
改
正
で

あ
り
、
各
自
治
体
の
医
療

費
や
被
保
険
者
の
所
得
傾

向
な
ど
か
ら
算
定
さ
れ
る

標
準
保
険
料
率
が
未
定
で

あ
る
。

　

あ
ら
た
な
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
て
、
財

政
運
営
を
し
て
い
る
の
で

む
ず
か
し
さ
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
動

し
な
い
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
。

QQ
　

若
年
層
の
村
外

へ
の
転
出
を
抑
制

し
、
転
入
を
促
す
こ
と
が

で
き
、
低
所
得
層
の
経
済

的
支
援
に
も
な
る
こ
と
か

ら
、
全
児
童
の
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
問
う
。

A
教
育
長

　

給
食
費
の
無
償

化
に
関
し
て
は
、
必
要
な

経
済
的
支
援
を
行
っ
た
う

え
で
、
現
行
ど
お
り
の
食

材
費
等
の
保
護
者
負
担
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

生
活
保
護
家
庭
で
は
な
い

け
れ
ど
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン

の
ご
家
庭
も
当
然
あ
る
と

思
う
。
そ
こ
を
ど
う
フ
ォ

ロ
ー
す
る
の
か
教
育
委
員

会
の
課
題
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
準
要
保
護
の
観
点

か
ら
支
援
が
で
き
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

個
人
番
号
記
載
の

窓
口
対
応
は

村
長　

強
制
で
は
な
く
義
務
と

い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
立
場

QQ
　

住
民
か
ら
「
個

人
番
号
の
記
入
欄

を
記
載
し
た
書
類
が
増
え

て
不
安
だ
」
と
の
声
を
聞

い
た
。

　

個
人
番
号
の
記
載
は
強

制
で
は
な
い
。

　

受
付
窓
口
で
の
対
応
は
。

A
村
　

長

　

窓
口
で
本
人
が

意
図
的
に
記
載
さ
れ
な
い

場
合
は
個
人
番
号
欄
は
空

欄
の
ま
ま
提
出
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
不
信
感
や

不
安
を
も
た
れ
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
番
号
法

は
公
平
公
正
な
課
税
や
事

務
の
効
率
化
を
期
待
し
た

法
律
だ
が
、
強
制
で
は
な

い
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

あ
ら
た
な
負
担
が

生
じ
な
い
国
保
税
に

村
長　

大
き
く
変
動
し
な
い

　
　
　

取
り
組
み
を
し
た
い

QQ
　

30
年
度
か
ら
の

国
保
の
県
一
本
化
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江田加代　議員

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

教
育
長
　
現
行
ど
お
り
保
護
者
負
担
で

▲さあ、３学期の給食スタート

一般質問

─ 国保は─
国の手厚い支援があって成り立つ制度です

0

5

10

15

20

25

30

日吉津村の国保加入世帯所得階層分布（H29）

（所得） 無し

33
万円
以下

10
0万
円以
下

20
0万
円以
下

30
0万
円以
下

40
0万
円以
下

50
0万
円以
下

60
0万
円以
下

60
0万
円超

22.8

9.6

18.0

27.6

9.6

5.3
3.4

0.7
3.0

（％）

200万円超
21.9％

200万円以下
78.1％



QQ
　

国
道
４
３
１
沿

道
の
開
発
計
画
に

つ
い
て
村
民
の
声
を
多
く

聞
く
。

　

富
吉
北
側
（
ウ
シ
オ
）

樽
屋
北
側（
オ
リ
ッ
ク
ス
）

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
。

①
村
と
開
発
業
者
と
の
許

認
可
に
対
す
る
対
応
は
。

②
村
と
地
権
者
の
関
係
は
。

③
農
地
減
少
面
積
の
明
示
。

④
交
通
環
境
の
分
析
と
開

発
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
。

A
村
　

長

　

①
村
の
地
区
計

画
に
沿
っ
た
事
業
計
画
を
、

進
め
て
も
ら
う
。

②
業
者
と
地
権
者
と
の
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
対

応
し
て
い
る
。

③
富
吉
北
側
は
概
ね
４
ha
、

樽
屋
北
側
は
１
・
４
ha
。

④
樽
屋
北
側
は
大
店
立
地

法
に
基
づ
き
分
析
さ
れ
た

結
果
処
理
能
力
を
満
た
す
。

　

富
吉
北
側
は
、
事
前
協

議
段
階
で
道
路
配
置
や
交

差
点
の
拡
幅
を
行
う
予
定
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
道
路
幅

を
設
け
る
よ
う
、
指
導
す

る
。
沿
道
・
居
住
環
境
な

ど
、
調
和
を
は
か
り
な
が

ら
推
進
す
る
。

米
の
生
産
調
整

自
由
化
影
響
は

村
長　

今
ま
で
ど
お
り

　
　
　

取
り
組
む

QQ
　

米
の
生
産
数
量

自
由
化
が
行
わ
れ
、

営
農
者
は
先
行
き
が
見
え

な
い
。
現
状
と
今
後
は
。

A
村
　

長

　

30
年
度
か
ら
米

の
生
産
数
量
を
国
は
提
示

し
な
い
。
し
か
し
村
と
し

て
は
県
下
統
一
の
需
要
見

通
し
を
県
に
求
め
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
産
調
整

を
行
い
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
す
る
。

　

農
業
法
人
の
引
き
継
ぎ

は
中
間
管
理
機
構
に
引
き

受
け
て
も
ら
う
。

　

今
後
は
農
業
委
員
会
等

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

保
育
料
・
教
育
費

無
償
化
の
影
響
は

村
長　

国
の
動
向
を

注
視
し
た
い

QQ
　

国
は
保
育
料
や

高
校
教
育
費
の
無

償
化
に
関
し
、
消
費
税
に

よ
る
充
当
方
向
で
検
討
す

る
よ
う
で
あ
る
。
村
で
は

影
響
を
ど
う
分
析
す
る
か
。

　

保
育
料
お
よ
び
運
営
費

に
対
す
る
影
響
額
を
28
年

度
決
算
額
を
基
に
説
明
。

A
村
　

長

　

国
は
30
年
度
か

ら
保
育
料
の
無
償
化
を
検

討
し
て
い
る
。
村
の
３
歳

以
上
の
保
育
料
負
担
金

１
９
０
０
万
円
の
減
で
、

75
％
を
交
付
税
算
入
さ
れ

れ
ば
残
り
の
４
８
０
万
円

が
村
の
負
担
。
同
様
に
村

外
の
幼
稚
園
入
園
料
が
４

２
０
万
円
で
、
１
０
０
万

円
の
増
。
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村長　周辺との調和をはかり推進

国道431沿線の開発計画は

一般質問

▲開発のすすむ国道431沿道

橋井満義　議員

▲みんな元気なひえづっ子

ウシオウシオ

オリックスオリックス



広
報
広
聴

教
育
民
生

総
務
経
済
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松
田
悦
郎
・
三
島
尋
子
・

加
藤
　
修
・
山
路
　
有

松田悦郎
松本二三子 井藤　稔

江田加代 三島尋子

橋
井
満
義
・
松
本
二
三
子

井
藤　
稔
・
河
中
博
子
・

江
田
加
代

視察・研修

　

南
箕
輪
村
は
、
人
口
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
館
建
設
と
同
時

に
南
箕
輪
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
子
ど
も
館
は
放
課

後
児
童
対
策
だ
け
で
な
く
、

広
く
子
育
て
支
援
の
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

▲�会社組織の企業体も進出し
ています

学んで生かす

長
野
県
南
箕
輪
村

・
総
合
戦
略
・
人
口
ビ

ジ
ョ
ン

・
移
住
定
住
対
策

10／17
富
山
県
舟
橋
村

・
人
口
増・子
育
て
支
援

・
図
書
館
運
営

10／25

兵
庫
県
播
磨
町

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集

に
つ
い
て

11／９

長
野
県
富
士
見
町

・
税
収
を
上
げ
る
農
業

の
６
次
産
業
化
へ
の

転
換

10／18
富
山
県
富
山
市

・
富
山
市
ま
ち
な
か
総

合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

・
富
山
市
立
図
書
館

10／25

▲�駅の構内にある図書館

▲舟橋村立図書館

　

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
支
援
と
在
宅
医
療

を
包
括
し
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
を
含
め
、
地
域
の

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。

　

規
模
は
ち
が
う
が
村
の

保
健
事
業
の
参
考
と
な
る
。

　

本
会
議
全
日
の
ラ
イ

ブ
中
継
や
録
画
映
像
は

議
会
終
了
10
日
後
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会

議
録
が
閲
覧
で
き
る
な

ど
が
充
実
し
て
い
た
。

▲�どこもいっしょ
　原稿は赤ペンだらけ



「
伯
耆
の
き
の
こ
」
立

ち
上
げ
の
経
緯
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

三
鴨
さ
ん　
創
業
は
平
成

26
年
で
す
。
役
場
の
集
ま

り
や
お
年
寄
り
か
ら
、「
村

内
の
余
っ
て
い
る
土
地
で

何
か
で
き
な
い
か
」
と
聞

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
き
の
こ
は
生
産
効
率

が
非
常
に
い
い
の
で
、
村

内
の
土
地
を
借
り
て
、
自

分
で
販
路
を
見
つ
け
、
将

来
的
に
は
加
工
も
し
た
ら

も
う
か
る
の
で
は
と
、
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
ど
ん
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
苦
労

話
も
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

栗
岡
さ
ん　

普
段
は
き

の
こ
採
取
か
ら
始
ま
り
、

パ
ッ
ク
作
業
、
刺
激
を
与

え
る
た
め
の
散
水
な
ど
を

や
っ
て
い
ま
す
。

大
田
さ
ん　
３
年
に
な
り

ま
す
。
苦
労
と
い
え
ば
、

生
え
な
い
時
期
と
出
荷
が

お
客
さ
ん
の
思
い
ど
お
り

に
い
か
な
い
こ
と
で
す
。

中
田
さ
ん　
温
度
に
左
右

さ
れ
る
部
分
が
多
い
の
で
、

冬
場
は
ど
う
し
た
ら
生
え

る
の
か
と
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

売
り
上
げ
は
ど
う
で
す
か
。

三
鴨
さ
ん
　
全
体
的
に
は

一
応
目
標
ど
お
り
で
す
が
、

も
う
か
っ
て
は
い
な
い
で

す
。
ボ
チ
ボ
チ
で
す
。

奥
田
さ
ん　
う
ち
の
シ
ー

ル
を
見
て
、
し
い
た
け
も
、

木
く
ら
げ
も
買
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
方
が
徐
々
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
。

三
鴨
さ
ん　
若
手
農
業
者

が
集
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
や
っ

て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。

　

今
、
新
規
農
業
者
に
国

か
ら
の
補
助
が
あ
る
し
、

融
資
も
安
い
制
度
が
利
用

で
き
る
。
そ
の
制
度
を
Ｐ

Ｒ
す
れ
ば
も
う
か
る
農
業

が
で
き
る
し
、
旗
振
り
す

る
人
が
い
る
と
面
白
い
こ

と
が
で
き
る
。
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
行
政
に
し
て
も

ら
う
と
い
い
か
な
。

奥
田
さ
ん　

大
山
町
は
、

行
政
が
旗
振
り
さ
れ
て
い

る
と
思
う
ん
で
、
村
も
、

そ
う
い
う
面
白
い
政
策
を

や
っ
て
い
く
と
、
人
が
集

ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
議
会
ひ
え
づ

を
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
か
。

三
鴨
さ
ん　

議
会
で
の
、

み
な
さ
ん
の
質
問
に
ど
う

回
答
が
あ
っ
た
の
か
、
と

い
う
と
こ
ろ
が
好
き
で
見

て
い
ま
す
。

奥
田
さ
ん　
毎
回
楽
し
み

に
読
ん
で
い
ま
す
。
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　親しまれる議会報をめざして、
広く村民のみなさんから、意見を
いただくコーナーです。
　今回は、「㈱伯耆のきのこ」に
おじゃましました。

村民インタビュー

村民
インタビ

ュー
村民

インタビ
ュー村民

インタビ
ュー

村民

インタビ
ュー

さぁ…仕事始め

旗旗
振振
りり
役役
をを

行行
政政
はは
しし
っっ
かか
りり

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。▲ここで木耳（きくらげ）が育っています

三鴨真樹さん 中田斗史輝さん

栗岡宏行さん
奥田和子さん

大田美保さん



編編編
集集集
後後後

記記記

　

干
支
の
戌
年
に
あ
や
か

り
、
元
気
で
動
き
回
り
、

輝
か
し
い
年
に
な
る
よ
う

議
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ

ル
実
験
と
拉
致
問
題
に
は
、

怒
り
と
不
安
を
覚
え
、
そ

れ
を
ど
こ
に
ぶ
つ
け
て
良

い
の
か
、
本
当
に
イ
ラ
イ

ラ
す
る
毎
日
で
す
。

　

世
界
中
が
平
和
で
あ
る

こ
と
を
願
い
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
み
の
り
あ
る
年
に

な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま

す
。�

─
松
田　

記
─

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

松
本
二
三
子
・
三
島　

尋
子

井
藤　
　

稔
・
松
田　

悦
郎

江
田　

加
代

�　

表
紙

　
　
　

消
防
出
初
式

　
　

（
30
年
１
月
７
日
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
相
川
康
子
氏
に

よ
り
、
女
性
の
視
点
で
災
害
対
応

を
考
え
る
と
題
し
、
日
頃
か
ら
の

地
域
参
画
が
重
要
で
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
ど
も
・
ら
ぼ
の
岡　

武

司
氏
は
、
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
考
え
る
子
ど
も
の
貧

困
と
題
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
状
況
に
す
ば
や
く
対
応
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
の
協
力
体

制
が
必
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
町
村
議
会

議

員

研

修

会

　
　
と　

き　

11
月
24
日
（
金
）

　
　
と
こ
ろ　

�

湯
梨
浜
町

　
　
　
　
　
　

「
ハ
ワ
イ
ホ
ー
ル
」

鳥
取
県
町
村
議
会
女
性
議
員

懇
談
会
総
会
及
び
研
修
会

　
　
と　

き　

11
月
13
日
（
月
）

　
　

と
こ
ろ　

倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

　

大
学
名
誉
教
授
の
中
邨　

章
氏

に
よ
り
、
地
方
議
会
人
の
挑
戦
と

町
村
議
会
の
改
革
と
課
題
と
題
し
、

議
員
の
役
割
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

議
会
改
革
へ
住
民
は
な
ぜ
関
心
が

低
い
か
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
者
の
川
村
晃
司
氏
は

日
本
の
政
局
・
政
治
の
行
方
と
題

し
、
政
治
の
裏
と
表
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
式
で
議
長
祝
辞

　
　
と　

き　

１
月
３
日
（
水
）

　
　

と
こ
ろ　

ヴ
ィ
レ
ス
テ
ホ
ー
ル

　

43
人
の
新
成
人
を
迎
え
華
や
か

に
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
山
路
議
長
が
こ
れ
か
ら

社
会
人
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
た
め
、
友
人
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

「
新
友
」「
親
友
」「
深
友
」
と
い

う
三
つ
の
「
し
ん
ゆ
う
」
を
使
い
、

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

次回の定例会は
３月です。

まっちょうよー!!


